
冬の長島路を軽快に歩く　第21回長島すいせんウォーク
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二十歳の決意を心に刻む

町
を
守
る
決
意
、新
た
に

　　　　　　　　　令和５年長島町二十歳の集い



令和5年（2023年） No.203

2
二十歳の決意を心に刻む　令和５年二十歳の集い
冬の長島路を軽快に歩く　第21回長島すいせんウォーク
植えてはいけないケシをご存知ですか
町の安心安全を誓う　令和５年長島町消防出初式
ながしまエコ通信 
関西ながしま会交流会の案内
地域包括支援センターだより
町長動静
さつ・長・湧水連絡会議
地域おこし協力隊通信
まちの話題
知っ得ボックス
長島文芸
町立図書館のおすすめ
Happy Smile ～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼

［裏表紙］キャンペーンレディの長島魅力発信
編集後記

１月８日（日） ９時51分

令和5年1月31日現在 ※（  ）は前月比

世帯 4,390 （ー7）

（ー13）

（ー5）

（ー18）

5,006
4,784
9,790

女性

男性

人口

　１月８日、新春恒例の
令和５年長島町消防出初
式が開催されました。集
まった団員たちは安心し
た暮らしを守れるよう、決
意を新たにしていました。

式の様子を次ページ以降
に掲載していますので、
ぜひご覧ください。
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二
十
歳
の
決
意
を
心
に
刻
む

令
和
５
年

　
　
二
十
歳
の
集
い

１
月
４
日
、
令
和
５
年
二
十
歳

の
集
い
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
る

参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
人
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
回
か
ら
「
二
十
歳
の
集
い
」
に

名
称
を
変
更
。
対
象
者
１
１
２
人

中
、
91
人
が
式
に
参
加
し
、
大
人

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

運
営
委
員
長
の
山
角
悠
太
さ
ん

（
母
良
木
）
は
「
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
か
た
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
長
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
二
十
歳
と

し
て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
全
力
で
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

長島中、平尾中の卒業生（かこい写真館提供） 鷹巣中、川床中、獅子島中の卒業生（かこい写真館提供）

03  ｜  広報ながしま  2023年２月号



第
21
回
長
島
す
い
せ
ん

ウ
ォ
ー
ク
が
１
月
21
日
に
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着
点
と

し
た
、
小
浜
崎
古
墳
群
を
周
回

す
る
「
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
（
６

㌔
）」
と
長
崎
鼻
灯
台
を
折
り
返

す
「
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス

（
12
㌔
）」
を
実
施
し
、
参
加
者

は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
に
す
い
せ
ん
め
ぐ

り
コ
ー
ス
、
10
分
後
に
古
墳
め

ぐ
り
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
参

加
者
は
沿
道
の
ス
イ
セ
ン
を
眺

め
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー

ス
で
歩
を
進
め
ま
し
た
。

折
り
返
し
と
な
る
長
崎
鼻
灯

台
公
園
や
ゴ
ー
ル
後
の
会
場
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ふ
か

し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
お
も
て

な
し
が
あ
り
、
参
加
者
は
疲
れ

を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
は
農
産
物
や
水
産

加
工
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

薩
摩
川
内
市
か
ら
参
加
し
た

青
﨑
テ
ル
子
さ
ん
は
「
久
し
ぶ

り
の
開
催
で
、と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
抽
選
会
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
当
た
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
の
長
島
路
を
軽
快
に
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
21
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

スイセンが咲き誇る長島路をウォーキング

折り返し地点で疲れを癒す

ゴールした達成感を表す参加者 特産品が当たり満足そうな参加者

広報ながしま  2023年２月号  ｜  04

号砲に合わせて一斉にスタート



園
芸
用
の
ケ
シ
の
仲
間
、
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に

か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と

し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ケ
シ
の
仲
間
に
は
法
律
で
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不
正
ケ
シ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
外
観
の

特
徴
か
ら
、
園
芸
用
の
ケ
シ
と
区

別
で
き
ま
す
。
出
水
保
健
所
管
内

に
は
、
不
正
ケ
シ
が
多
数
自
生
し

て
お
り
、
そ
の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ

シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）
で
す
。

令
和
４
年
度
の
出
水
保
健
所
管
内

の
除
去
本
数
は
２
４
６
１
本
と
県

内
の
総
除
去
本
数
の
73
・
５
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
の
特

徴
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
似
た
植

物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を
ご
存
知
で
す
か

管内に自生していたケシ

アツミゲシ（セティゲルム種）の特徴
①
花
び
ら
は
４
枚
で
薄
紫
色
。

（
先
端
は
白
に
近
い
色
）

②
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢
。

③
葉
・
茎
・
つ
ぼ
み
な
ど
は
緑
色
で
、

土
壌
が
良
い
と
枝
分
か
れ
す
る
。

④
つ
ぼ
み
の
周
辺
に
毛
が
あ
る
。

⑤
葉
は
付
け
根
で
茎
を

巻
き
込
む
よ
う
に
つ
く
。

⑥
つ
ぼ
み
は
開
花
時
に
上
を
向
き
、

散
っ
て
も
上
を
向
い
た
ま
ま
。

⑦
繁
殖
力
が
強
く
、
果
実
に
は
微
細

な
種
子
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

①花びら

②つぼみ

⑤葉

⑦果実

問い合わせ先
出水保健所衛生係
☎（62）1636

　　　　　県内の不正ケシ除去本数の推移と出水保健所管内の占める割合

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度０
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000

除
去
本
数
（
本
）

1,587

2,615

2,183

7,575

1,895 886

4,960
3,234

1,636 2,461

出水保健所管内

その他の地域
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１
月
８
日
、
令
和
５
年
長
島

町
消
防
出
初
式
が
町
総
合
町
民

体
育
館
駐
車
場
で
あ
り
、
町
内

の
消
防
団
関
係
者
ら
２
５
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
表
彰
伝
達
や
来
賓
祝

辞
の
ほ
か
、
３
年
ぶ
り
に
町
消

防
団
員
に
よ
る
小
隊
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
口
孝
治
長
島
町
消
防
団
長

は
「
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
と

い
う
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、

住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
活
動

に
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
か
た
が

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表彰（敬称略）
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

︻
10
年
勤
続
章
︼

濵
村

文
和

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

︻
功
績
章
︼

中
村

雅
洋

︻
精
績
章
︼

牧　
　
達
哉　
　
　
小
屋

正
隆

増
田

卓
也　
　
　
梅
川　
　
稔

小
川

智
弘　
　
　
宮
内
也
寸
志

町
田

直
人　
　
　
佐
々
木
真
吾

大
平

伸
也　
　
　
松
岡

慶
太

鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

︻
永
年
勤
続
︼

中
納

真
徳

︻
優
良
団
員
及
び
長
島
町
長
表
彰
︼

福
原

友
弘　
　
　
棚
崎

博
也

大
野

伸
也　
　
　
赤
嵜

弘
則

濵
畑

敬
一　
　
　
岩
本

幸
司

石
塚

史
郎　
　
　
橋
口
雄
太
郎

中
橋
裕
太
郎　
　
　
中
橋

隆
耶

宮
﨑

是
彰　
　
　
坂
本

直
人

小
畑

将
志　
　
　
清
水

雄
太

山
中

裕
也　
　
　
二
階
堂
俊
樹

小
川

星
児　
　
　
赤
瀨　
　
聖

﨑
野

文
也　
　
　
小
川

竜
太

﨑
野

拓
郎　
　
　
小
牛
尾
勇
介

佐
々
木
優
翠　
　
　
増
田

翔
太

飯
尾

翔
吾　
　
　
下
茂

耕
治

濱
田

直
樹

防
火
防
災
に
関
す
る
作
文

石
元

笑え

ま愛
（
鷹
巣
中
２
年
）

防
火
防
災
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

山
﨑

一い
ち
と寿
（
鷹
巣
小
１
年
）

西
田

真ま

な菜
（
鷹
巣
小
４
年
）

澤
田

晨あ
す
は羽
（
平
尾
小
５
年
）

町
田

也な
り
み実
（
鷹
巣
中
２
年
）

団旗に全員で注目

訓練開始を報告する分団長

表彰の伝達を受ける団員

会場の様子

全分団が一斉に分団旗を掲げる

訓練で息の合った行進を披露

杉
本

伴
紀　
　
　
大
堂

丈
夫

上　
　
真
吾　
　
　
段
下

賢
任

村
川

元
気　
　
　
山
上

博
樹

岡
平

清
人　
　
　
白
濵

篤
彦

池
元　
　
孝　
　
　
白
濵

小
鉄

長
井

直
喜　
　
　
山
崎

修
徳

松
元

俊
介　
　
　
溝
口

佳
祐

坂
口　
　
卓　
　
　
古
田

幸
平

湯
田

智
之　
　
　
福
永

宗
寛

浜
田

裕
徳　
　
　
西
薗　
　
一

湯
田

克
也

長
島
町
消
防
団
長
表
彰

西
崎
ゆ
か
り　
　
　
水
永

貴
子

植
元

理
香　
　
　
濵
畑

知
子

上
平
ミ
シ
ェ
ラ
サ
ン
チ
ア
ゴ

濵
村

弥
生　
　
　
町
田
ま
す
み

上
窪

史
歩　
　
　
岩
塚

泰
樹

赤
嵜

慶
和　
　
　
馬
場　
　
豊

加
世
堂
栄
彦　
　
　
原
口

順
一

立
元

伸
幸　
　
　
濵
元

哲
也

枦
元

真
二　
　
　
竹
島　
　
大

長
元

大
介　
　
　
濵　
　
竜
太

建
山

恭
兵　
　
　
村
上

祐
樹

宮
脇

京
太　
　
　
浦
田

龍
則

宮
瀬

一
弥　
　
　
井
手

泰
希

野
中

将
平　
　
　
淵
ノ
上
真
之

平
藪　
　
明　
　
　
竹
本

弘
史

岩
下

久
明　
　
　
柏
木

龍
介

村
川

北
斗　
　
　
岩
塚

達
也

楠
元

俊
一　
　
　
岩
下

圭
太

広報ながしま  2023年２月号  ｜  0607  ｜  広報ながしま  2023年２月号

令
和
５
年
長
島
町
消
防
出
初
式

町
の
安
心
安
全
を
誓
う



パ
ソ
コ
ン
を
無
料
回
収
し
て
い
ま
す
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
の
案
内

広報ながしま  2023年２月号  ｜  08

町
で
は
、
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
認
定
事
業
者
で

あ
る
「
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）」
と
小

型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化

の
促
進
に
伴
う
連
携
協
定
を

締
結
し
、
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
宅
配
便

に
よ
る
無
料
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
役場介護環境課環境衛生係

☎（86）1153［直通］

〇
回
収
手
順

①
申
請

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
へ
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

②
梱
包

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
く

だ
さ
い
。

③
回
収

宅
配
業
者
が
希
望
日
時
に
自
宅
へ
回
収
に

伺
い
ま
す
。

※
デ
ー
タ
は
ご
自
身
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
小
型
家
電
、
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
周

辺
機
器
も
一
緒
に
回
収
で
き
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
段
ボ
ー
ル
１
箱
分
（
３

辺
の
合
計
が
１
４
０
㌢
以
内
、
重
さ
20
㌔
以

内
）
の
回
収
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

回収方法の詳細は
リネットジャパンの
ホームページから
確認できます。

関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、

第
16
回
関
西
な
が
し
ま
会
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
長
島
町
か
ら
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
故
郷
の
近

況
な
ど
を
語
り
、「
さ
つ
ま

島
美
人
」
を
囲
ん
で
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

年
に
一
度
の
長
島
町
出
身

の
集
い
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
演
芸
の
披
露
と
ブ
リ
や

焼
酎
を
は
じ
め
と
す
る
長
島

の
特
産
品
が
当
た
る
大
抽
選

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

同
級
生
や
知
人
な
ど
お
誘

い
の
上
、
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〇
日
時

３
月
19
日
（
日
）

午
前
11
時
30
分
～

（
受
付

午
前
10
時
45
分
～
）

〇
場
所

ホ
テ
ル
日
航
大
阪
５
階

鶴
の
間
（
大
阪
府
中
央
区
西

心
斎
橋
１
―
３
―
３

☎
０
６
（
６
２
４
４
）

１
１
１
１

〇
会
費

男
性

１
万
円

女
性

９
千
円

〇
交
通
機
関

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
・

長
堀
鶴
見
緑
地
線
「
心
斎

橋
駅
」
下
車

８
号
出
口

に
直
結

問い合わせ先
関西ながしま会事務局
☎ 090（7209）3176

第 12 回（前回）交流会の様子



問い合わせ先
役場介護環境課地域包括係

☎（86）1153［直通］

答え）①すいぞくかん②かいすいよく③にゅうがくしき④うらしまたろう⑤あいすくりーむ⑥ろうがんきょう⑦むぎわらぼうし⑧けつえきがた⑨おんせんりょかん⑩ゆうびんばんごう

〇
日
時

３
月
10
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場
所

町
文
化
ホ
ー
ル

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
交
換
申
請
を
お
忘
れ
な
く　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

次の文字を並び替えて
言葉を完成させましょう。

①
ぞ
す
か
い
く
ん

②
い
い
よ
か
く
す

③
く
に
ゅ
が
う
き
し

④
う
う
し
ま
ろ
ら
た

⑤
す
ー
あ
む
く
り
い

⑥
が
ろ
う
ん
う
き
ょ

⑦
ぎ
む
ぼ
し
う
ら
わ

⑧
た
き
が
え
つ
け

⑨
り
ょ
ん
お
ん
ん
せ
か

⑩
う
ん
ん
ば
ゆ
び
ご
う

１
月︽
睦
月
︾

09  ｜  広報ながしま  2023年２月号

４
日（
水
）

６
日（
金
）

７
日（
土
）

８
日（
日
）

10
日（
火
）

20
日（
金
）

21
日（
土
）

23
日（
月
）

24
日（
火
）

25
日（
水
）

26
日（
木
）

28
日（
土
）

30
日（
月
）

仕
事
始
め
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

二
十
歳
の
集
い（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

１
０
０
歳
お
祝
い（
町
内
）

汐
見
ち
ょ
こ
っ
と
お
た
す
け
隊
発
足
式（
汐
見
自
治
公
民
館
）

令
和
５
年
消
防
出
初
式（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

県
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ（
鹿
児
島
市

他
）

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

第
21
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鹿
児
島
県
町
村
会
県
外
視
察（
東
京
都
）

環
境
省
要
望
活
動

公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
全
国
サ
ミ
ッ
ト（
東
京
都
）

長
島
町
立
小
中
学
校
統
合
再
編
推
進
委
員
会（
指
江
支
所
）

令
和
５
年
第
１
回
長
島
町
議
会
臨
時
会（
役
場
）

北
薩
地
区
税
務
協
議
会
総
会（
阿
久
根
市
）

長
島
の
子
表
彰
式（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鹿
児
島
出
水
会（
鹿
児
島
市
）

川
床
矢
岳
老
人
会
と
語
る
会（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

町
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会

参
加
を
促
進
し
、
健
康
維
持
や
介

護
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
各
種
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
27
年
度
か
ら

開
始
し
、個
人
８
５
３
人
、グ
ル
ー

プ
18
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
（
令
和
２
年
度
開
始
）
登
録

者
69
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
身
の
健
康
増
進
活
動
や
社
会

参
加
活
動
、
地
域
貢
献
、
高
齢
者

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
行
っ
た
際
に
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

商
品
券
な
ど
に
交
換
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
連
絡
く

だ
さ
い
。

各
種
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
交
換
申

請
は
毎
年
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の

申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
内
に
早
め
に
申
請
く
だ

さ
い
。

〇
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
限

２
月
28
日
（
火
）



問い合わせ先
役場地方創生課

☎（86）1101［直通］

さ
つ
ま
町
の
「
無
添
加
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
は
、
地
元

の
特
産
品
を
使
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
さ
れ
る

優
し
い
味
わ
い
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。
も
っ
と

野
菜
を
食
べ
た
く
な
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
し
て
人
気

で
、
学
校
給
食
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ン

ジ
ン
や
シ
イ
タ
ケ
、
ユ
ズ
な
ど
豊
富
な
種
類
か
ら

好
み
に
合
わ
せ
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

サ
ラ
ダ
だ
け
で
な
く
刺
身
や
揚
げ
物
と
も
相
性
抜
群

で
万
能
調
味
料
と
し
て
も
お
す
す
め
で
す
。

さ
つ
ま
物
産
館
な
ど
で
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

さ
つ
ま
町

野
菜
が
も
っ
と
お
い
し
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
！

問い合わせ先
さつま町役場企画政策課
☎ 0996（53）1111

鹿
児
島
県
内
産
ハ
ー
ブ
鶏
を
、
栗
野
岳
温
泉

の
八
幡
大
地
獄
の
蒸
気
で
丸
ご
と
蒸
し
た
湧
水
町

名
物
の
お
土
産
で
す
。

ニ
ワ
ト
リ
を
丸
ご
と
蒸
し
て
い
る
の
で
柔
ら
か

く
仕
上
が
っ
て
お
り
、
温
泉
成
分
を
し
っ
か
り

吸
っ
て
、
う
ま
み
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
塩
や
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
を
付
け
て
食
べ
る
と
い
っ
そ
う
お
い
し

さ
が
増
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

霧
島
山
麓
湧
水
町
観
光
協
会
で
お
買
い
求
め
で

き
ま
す
。

知
る
人
ぞ
知
る
名
物

　
　
　
　
　
　
﹁
鶏
の
地
獄
蒸
し
﹂

　
知
る
人
ぞ
知
る
名
物

　
知
る
人
ぞ
知
る
名
物

湧
水
町

湧水町「鶏の地獄蒸し」

問い合わせ先
湧水町役場商工観光 PR 課

☎ 0995（74）3111

全
国
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介

令
和
３
年
度
よ
り
全
国
で

始
ま
っ
た
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
会
で
、
長
島

町
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
土
井
隆
さ
ん
が

自
身
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
外
部
専

門
人
材
、
地
域
、
行
政
、
民

間
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組

む
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る

「
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
」
を
活
用

す
る
制
度
で
す
。

土
井
さ
ん
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
「
未
来
技
術

社
会
実
装
事
業
」
や
「
ス

マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
実

証
事
業
」
に
つ
い
て
の
成
果

を
紹
介
。「
さ
ら
に
幅
広
く

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
意
気
込
み
を
話
し
ま
し

た
。

広報ながしま  2023年２月号  ｜  10

事例を紹介する土井さん（写真下部）

さ
つ
ま
町
、
長
島
町
、
湧
水
町
で
は
「
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議
」
を

発
足
し
て
、
幅
広
い
分
野
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
情
報
連
携
の
一
環
と
し
て
、
さ
つ
ま
町
と
湧
水
町
の
お
す
す
め

の
お
土
産
を
紹
介
し
ま
す
。

さつま町「無添加ドレッシング」

【見出し】 文字サイズ：15ポイント／行送り：25ポイント／
一行：12文字内・二行まで／フォントスタイル：ＤＢ
文字色：Y 100 + K 75
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事例を紹介する土井さん（写真下部）

ロザリオ・カームお披露目式

ちょこっとおたすけ隊発足式

長島郷土かるた取り大会

12/24
（土）

１/７
（土）

１/８
（日）

お披露目式のために入港する「ロザリオ・カーム」

汐見ちょこっとおたすけ隊のメンバーと関係者

熱戦を繰り広げる参加者

　12 月 24 日、長島町諸浦港と片側港、天草市
中田港を結ぶ新フェリー「ロザリオ・カーム」の
お披露目式が各港で行われました。
　フェリーは全長 41．６㍍、総㌧数２９５㌧で、
最大２００人を運ぶことができ、船内は車いす
でも利用しやすいよう、バリアフリーの客室も
設けられています。
　式典には長島町や天草市などの関係者約 70 人
が出席。天長フェリー株式会社の波戸正和代表
取締役は「乗ってくれる人から親しまれる船に

　１月７日、汐見集落で「汐見ちょこっとおたすけ
隊」の発足式が行われ、地元住民ら約 40 人が
参加しました。
　これは普段の暮らしにあるちょっとした困り事
を手伝うことで解決し、住み慣れた場所に安心
してずっと暮らせるようにと町社会福祉協議会の
協力を得て発足されました。

メンバーは集落内の住民 18 人で構成され、
電球の交換やごみ出し、買い物、通院の付き添い
などできる範囲の活動を無料で行います。

代表の久保賢一さんは「気負わず楽しく活動して、
住みよい汐見にしていきたい」と今後の抱負を
語りました。

　１月８日、町開発総合センターで第 13 回長
島郷土かるた取り大会が開催されました。
　当日は町内の小中学生 31 人が参加。高校
生ボランティアが読みあげる声に耳を澄ませな
がら一瞬の札の取り合いに盛り上がりを見せまし
た。
　小学５・６年生の部で優勝した柏木愛

ら む
夢さんは

「小学校最後の年に優勝ができてよかった」と
喜びを語りました。結果は次のとおりです。

親しまれる船に

住みよい地域にしたい

一瞬の札の取り合い

なってほしい」とあいさつを述べました。
式典の最後には各港に集まった地元住民に

紅白の餅まきが行われ、フェリーの完成を盛大に
祝いました。

〇個人の部　小学校３・４年生　　　　　　 小学校５・６年生　　
　　　　　　優勝　枦元環菜（川床小４年）  優勝　柏木愛夢（鷹巣小６年）
　　　　　　２位　北村治大（鷹巣小４年）  ２位　白濵心菜（獅子島小６年）
　　　　　　３位　石丸謙心（川床小４年）  ３位　松原聖那（獅子島小６年）
　　　　　　中学校
　　　　　　優勝　岩下美優（鷹巣中２年）
　　　　　　２位　岩下莉穏（鷹巣中１年）
　　　　　　３位　岩下梨未（鷹巣中１年）
〇団体の部　小学校　　　　　　　　　　　 中学校
　　　　　　優勝　獅子島小　　　　　　　 優勝　鷹巣中
　　　　　　２位　鷹巣小
　　　　　　３位　川床小

【見出し】 文字サイズ：15ポイント／行送り：25ポイント／
一行：12文字内・二行まで／フォントスタイル：ＤＢ
文字色：Y 100 + K 75



広報ながしま  2023年２月号  ｜  12

防火防災に関する作文優秀賞

動物愛護作文で入賞

ながしま美味でーを開催

１/８
（日）

１/11
（水）

１/17
（火）

受賞した笑愛さんと父親の淳平さん

表彰を受けた小宮路君

あいさつを述べる小里泰弘衆議院議員

　令和４年度防火防災に関する作文コンクールで
石元笑

え ま
愛さん（鷹巣中２年）が優秀賞を受賞し、

長島町消防出初式で伝達が行われました。
これは生活協同組合全日本消防人共済会が

毎年行っており、各都道府県から「消防団、明るく
元気な地域とともに」をテーマに選抜された
46 点の中で審査されました。
　石元さんは消防団員で父の淳平さんの姿を作
文にし、災害時に地域の人のために動き、皆の笑
顔を支えるのが消防団であると書き綴りました。

　今回の賞を受けて笑愛さんは「とてもうれしい。
自分も消防団のように誰かの役に立てる人になり
たい」と笑顔を見せました。

第 63 回動物愛護作文コンテストで、小宮路
聡汰君（川床小５年）が入賞し、11 月 20 日に
東京都で行われた式で表彰を受けました。
　これは公益社団法人日本動物福祉協会が主
催。生命を尊重し、思いやりの心を育むことを目
的に行われ、今回は全国１５８の小中学校から１，
２５１件の応募がありました。
　タイトルは「たくした命」。巣を壊されたツバメ
のひなを学校にある別の巣にたくす内容で、命の
大切さを表現しています。

　小宮路君は「命について考えるきっかけになっ
た。自分たちと同じように命のある動物も大切に
したい」と話しました。

町の食材の魅力を広く知ってもらいたいと
「ながしま美味 ( うんまか ) でー」が１月 17 日、
全国町村会館（東京都千代田区）で開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりに
開催。国会議員や関東ながしま会、町関係者
など約 40 人が出席しました。
　 会 場 に は ブ リやバ レ イショ、 黒 牛、 タイ、
大
だ い ま さ き

将季などをふんだんに使った料理が並び、参加
者は舌鼓を打っていました。

笑顔を支える消防団

命の大切さを表現

食の魅力を広く周知

会場で振る舞われた刺身や黒牛ステーキ
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町議会と商工会の懇談会

地域食堂を開催

全国学校給食週間

１/20
（金）

１/26
（木）

懇談会の様子

地元食材を使用して給食を調理

　１月 20 日、長島町議会議員と長島町商工会
理事の懇談会が商工会本所で開催されました。
　これは町議会と商工会の意見交換の場を設け、
商工会への理解を深め、地域経済の活性化を目
的に実施。

当日は議会議員７人と商工会理事 12 人で、
コロナ禍による経済環境の変化に対するアンケー
ト結果の報告や各テーマに沿った意見交換を
行いました。
　木場盛二商工会会長は「議員のかたがたと活発

な意見交換ができた。商工会としても長島を盛り
上げていけるよう努力したい」と語りました。

　１月 21 日、唐隈自治公民館で地域食堂が開か
れました。
　これは長島町ひとり親寡婦福祉会「すいせんの
会」と唐隈コスモスサロンの共同で開催され、
子どもから高齢者まで集い、楽しく交流すること
を目的に実施しました。
　当日は育成会の児童生徒や保護者など 21 人
が参加。各団体や個人から提供された食材を使用
したカレーやコロッケなどが振る舞われ、唐隈
地区の独居高齢者 15 人の自宅にも配食されました。

参加した小嵜夏希君は「地元の食材がうまく
料理されていておいしかった」と喜んでいた様子
でした。

　１月 24 日から 30 日は全国学校給食週間で、
学校給食の意義や役割についての理解や関心を
高めるため、さまざまな取り組みが行われています。

長島町立学校給食センターでは、普段から
地元の食材を使用していますが、期間中は特に
地産地消に力を入れ、サツマイモや牛肉、ブリ、
アオサなどを取り入れた献立にしました。
　取り組みを広く知ってもらえるよう、食材紹介
のポスターを作成し、各学校に配布。各食材の
生産者の声も併せて紹介されました。
　同センター栄養士の福留みずきさんは「長島の
子どもたちが地元の食材を使用した給食を楽しん
でもらえたら」と話しました。

長島を盛り上げるために

楽しく交流する場

地元食材を楽しんで

１/21
（土）

提供された料理を楽しむ参加者



交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

　
町
で
は
、令
和
５
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共

済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
掛
け
金
を
出
し
合
い
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
、け
が
の
際
に
災
害

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
い
。

〇
加
入
条
件

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
長
島
町
に
住

民
票
が
あ
る
か
た

※
学
生
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
、一
時
的
に
転
出

し
て
い
る
か
た
も
加
入
で
き
ま
す
。

〇
加
入
申
し
込
み

　
加
入
申
込
書
と
掛
け
金
を
役
場
総
務
課
ま

た
は
指
江
支
所
総
合
管
理
課
へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
掛
け
金

　
加
入
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
円（
年
額
）

※
途
中
加
入
者（
４
月
以
降
の
加
入
者
）も
同
額

〇
申
込
期
限

　
３
月
24
日（
金
）

〇
共
済
期
間

　
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
者
は
、申
込
書
を
受
理
し
た
日

の
翌
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

〇
災
害
見
舞
金
支
給
対
象
者

　
国
内
で
自
動
車
、自
転
車
、バ
イ
ク
、電
車
、

船
舶
な
ど
の
交
通
事
故
に
遭
い
身
体
に
傷
害

を
受
け
、医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
か
た

〇
災
害
見
舞
金
の
額

　
①
死
亡　
１
０
０
万
円

　
②
入
院
や
通
院
な
ど　
治
療
実
日
数
に
応

じ
て
２
万
５
千
円
～
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

転
出
届
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　
　
　
　
　
か
ら
提
出
可
能
に

　

２
月
６
日
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
転
出
届
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
転
出
す
る
際
に
、役
場
に
来
る
こ
と
な
く

届
出
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
転
入
先
市
区
町
村
で
は
窓
口
で
転
入
届
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

休
日
当
番
医
を
変
更

　
現
在
、町
内
医
療
機
関
に
お
い
て
休
日
当

番
医
を
対
応
し
て
い
ま
す
が
、４
月
か
ら
阿

久
根
市
医
療
機
関
を
含
め
た
体
制
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
診
療
所

　
☎（
86
）０
０
５
４［
直
通
］

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
減
少
と
、財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

切
っ
た
ら
、植
え
よ
う
！

　

人
工
林
な
ど
の
伐
採
跡
地
を
放
置
す
る

と
、土
砂
流
出
防
止
な
ど
の
機
能
が
低
下
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
人
工
林
を
伐
採
し
た

跡
地
に
苗
木
を
植
栽（
再
造
林
）す
る
こ
と

で
、防
災
お
よ
び
安
定
し
た
木
材
の
供
給
、地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
の
維
持
・
推
進
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　
再
造
林
に
対
す
る
補
助
制
度
が
次
の
と
お

り
あ
り
ま
す
の
で
、未
来
に
つ
な
が
る
森
林

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
再
造
林
に
対
す
る
補
助
制
度

①
造
林
補
助
事
業（
公
共
事
業
）

　
標
準
経
費
の
72
㌫
、68
㌫
ま
た
は
36
㌫
の

補
助
率

②
未
来
に
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
推
進
事
業

（
み
ん
な
の
森
づ
く
り
県
民
税
関
係
事
業
）

　
苗
木
な
ど
の
資
材
代
に
対
す
る
経
費
の
定

額
補
助
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課

　
☎（
25
）５
５
０
９

２
月
は
ネ
コ
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　
県
で
は
、ネ
コ
の
繁
殖
時
期
が
始
ま
る
２

月
を「
ネ
コ
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
」と
定

め
、ネ
コ
の
終
生
飼
養
お
よ
び
適
正
飼
養
の

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ネ
コ
を
飼
う
と
き

は
、次
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
室
内
で
飼
う

　
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険
か
ら
守
る

た
め
に
、ネ
コ
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。　

②
不
妊
・
去
勢
を
す
る

　
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、不
幸
な
命
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
必
要
で
す
。
ま
た
、病
気
の

予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り

ま
す
。

③
所
有
者
明
示
を
す
る

　
飼
い
ネ
コ
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、名
前
や

連
絡
先
を
書
い
た
札
を
首
輪
に
つ
け
る
な

ど
、所
有
者
明
示
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所

　
☎（
62
）１
６
３
６

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
感
染

　
　
　
　
　
　
リ
ス
ク
を
軽
減

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
を
ほ
場
に
持
ち
込
ま

な
い
た
め
に
は
、健
全
苗
を
確
保
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。

　
苗
床
の
地
温
が
13
度
以
下
に
な
る
と
、種

イ
モ
が
腐
敗
す
る
原
因
に
な
る
た
め
、ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
、ポ
リ
マ
ル
チ

を
組
み
合
わ
せ
、地
温
の
確
保
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
育
苗
期
間
中
は
、苗
床
を
定
期
的
に
巡
回

し
、葉
の
変
色
や
株
基
部
の
茎
が
黒
変
し
て

い
る
場
合
は
、株
ご
と
抜
き
取
り
、ほ
場
外
へ

持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
採
苗
は
、地
上
か
ら
５
㌢
以
上
の
高
い
位

置
で
行
い
、使
用
す
る
ハ
サ
ミ
は
こ
ま
め
に

水
洗
い
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
農
産
園
芸
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
２
０
２

県
女
性
活
躍
推
進
宣
言
企
業

　
　
　
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、環
境
整

備
、制
度
の
導
入
、登
用
や
採
用
目
標
な
ど
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
宣
言
す
る
企
業
を「
鹿
児
島
県
女
性
活
躍
推

進
宣
言
企
業
」と
し
て
登
録
し
、取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
宣
言
企
業
に
登
録
し
て
、自

社
の
取
り
組
み
を
求
職
者
な
ど
へ
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
メ
リ
ッ
ト

・
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
企
業
名
な

ど
を
掲
載

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
で
登
録
企
業
欄
に

記
載

・
県
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
宣
言
す
る
取
り

組
み
を
Ｐ
Ｒ

・
登
録
企
業
限
定
の
表
彰
制
度
が
あ
る

・
県
中
小
企
業
融
資
制
度
の
一
部
資
金
を
活
用

す
る
場
合
の
信
用
保
証
料
率
を
通
常
よ
り
０
・

１
㌫
引
き
下
げ

〇
申
し
込
み
方
法

　
申
請
書
と
調
査
票
を
提
出

　
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（「
鹿
児
島
県
女
性
活
躍
推
進
宣
言
企
業
」

で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
６
３
４

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

　

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ア
ル

「
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）」へ
掛
け
る
と
、お

住
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。
児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に

電
話
く
だ
さ
い
。

〇
電
話
番
号

　
「
１
８
９
」（
い
ち
は
や
く
）

〇
受
付
時
間

　
３
６
５
日
、24
時
間
対
応

〇
通
話
料

　
無
料

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
子
ど
も
家
庭
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
１
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咲
き
満
ち
る
山
茶
花
に
来
て
花
散
ら
す
番つ

が
いの

目
白
の
囀さ

え
ずり

を
聞
く

手
の
甲
の
皺し

わ

あ
り
あ
り
と
冬
陽
照
り
わ
れ
の
車
の
ハン
ド
ル
廻
す

風
沁
み
る
海
渡
り
来
し
闇
の
空
鳴
き
声
の
み
の
鶴
群
れ
過
ぎ
る

わ
が
夫
は
五
歳
に
て
父
の
戦
死
聞
き
亡
母
は
石
を
叩
き
て
泣
き
ぬ

天あ
ま

つ
日
の
透
ら
ぬ
杉す

ぎ
う生

の
間あ

い
の
道
息
吹
き
ま
だ
秘
め
冬
の
沈
も
り

湯
の
宿
の
窓
の
真
向
ひ
に
島
つ
な
ぐ
橋
の
電
飾
宙
に
き
ら
め
く

忽た
ち
まち

に
雪
降
り
敷
き
て
わ
が
庭
に
雪
を
喜
ぶ
亡
夫
の
ま
ぼ
ろ
し

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
を
ラ
ン
ナ
ー
十
二
月

梟
の
声
遠
ざ
か
る
仕
舞
い
風
呂

誤
差
を
生
む
ゼ
ンマ
イ
時
計
や
木ず

く菟
の
声

『
御お

ま
ん
さ
あ

前
様
』
と
母
の
声
音
や
寒
椿

冬
夕
焼
一
人
見
て
ゐ
る
岬
畑

梟
や
進
学
決
ま
る
校
長
室

サ
ッ
カ
ー
の
歓
喜
湧
き
た
る
夜
半
の
冬

大
仏
の
背
に
窓
の
有
る
寒
さ
か
な

ぬ
く
ぬ
く
と
老
女
は
猫
と
冬
籠

娘
か
ら
届
く
宅
配
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

作
付
け
を
終
へ
し
畑
に
冬
夕
焼

淵
脇

護

二
階
堂
妙
子

迫
口
君
代

白
男
川
孝
仁

大
堂
早
苗

山
嵜
加
代
子

関
佳
代
美

大
堂
正
弘

二
階
堂
惠
子

坂
口

子

関
喜
久
雄

小
林

貢

小
林
如
月

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

宗
方
正
喜

浜
田
美
代
子

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

樫
平
賴
子

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

人
並
み
に
喜
寿
を
迎
え
し
有
難
や
親
父
の
小
言
刻
み
て
歩
む

寒か
ん

に
耐
え
今
を
盛
り
と
菊
の
花
訪と

う
蝶
無
く
淋
し
さ
残
る

ひ
と
呼
吸
お
い
て
咲
き
出
す
豊
後
梅
匂
い
を
待
つ
か
枝
の
鶯

又
年
か
年
寄
り
な
る
と
困
る
事
命
近
い
よ
仕
方
な
い
の
か

訃
報
欄
同
級
生
の
名
と
歳
あ
り
て
七
十
歳
を
客
観
す

パン
が
ゆ
を
軽
く
胃
に
収
む
る
元
旦
［
俳
句
］

一生ぶんのだっこ 13 歳からの地政学

文：南　果歩 著：田中　孝幸

何度でも読み返したい、
新しい癒やしの絵本です。

国際情勢やニュースの裏側が
楽しくわかりやすく学べます。
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海
外
の
あ
る
動
画

で
お
金
を
例
に
し
た

授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

教
師
が
き
れ
い
な
20
㌦

紙
幣
を
掲
げ
て
「
こ

れ
が
欲
し
い
人
は
い

ま
す
か
」
と
尋
ね
る

と
、
生
徒
は
全
員
手

を
挙
げ
ま
し
た
。
し
わ

く
ち
ゃ
に
し
て
も
欲
し

い
か
尋
ね
る
と
、
生

徒
は
ま
た
全
員
手
を

挙
げ
ま
す
。
足
で
踏

ん
づ
け
て
も
や
は
り
結

果
は
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ま
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。

　
　
　
　
脇
田
圭
祐

編
集
後
記

けていきたい」と開
催 で きた喜 び を 語
ってくださりました。
　今回の取材で、鬼
火 焚 きのさまざ ま
な 歴 史を 知 ること
ができ、今までは当

たり前のように開催
されていた行事を見
直すきっかけになり、
素晴らしい伝統を継
承していくことの大
切さを感じました。
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　1 月7 日、長 島 町 蔵 之
元集落で鬼火焚きが行わ
れました。昭和50 年代か
ら始まった同集落の鬼火
焚きは、病魔や悪霊を追
い払い、一年間の無病息
災を祈る正月の恒例行事
となっています。私も小中
学生の頃は毎年参加して
いました。
　 や ぐ ら に は、地 元 の
山々から集めた木材や竹
を使用し、その中に各家

庭から持ち込んだ門松や
しめ縄などを投げ入れま
す。中心には長い竹を1 本
立て、竹の割れる音が悪
霊払いになるそうです。集
落によって異なりますが、
同集落は年男、年女が手
作りのたいまつでやぐら
に火を付けます。点火直
後、やぐらは激しく燃え
上がり、火の粉が天高く
飛んでいました。火が弱ま
ると竹の先に餅を刺して

焼き、無病息 災を祈りな
がら食べます。昔は、家で
飼っている牛たちを鬼火
であぶった笹で撫で、病気
や怪我をしないようにして
いたそうです。
　公民館長の前田益久さ
んは「2 年ぶりに開催で
きてうれしい。鬼 火 焚き
は、地元の人たちをはじ
め、色々な人が集まって
話ができるいい機会なの
で、今後もこの伝統を続

無病息災を祈って

Vol.30

蔵之元集落の鬼火焚き

鬼火焚きについて話す前田館長
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力くださ

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○阿久根眼科 72-0040
○よう皮ふ科医院 63-1112
○来仙医院 84-2005
○ 柏木歯科クリニック 79-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□高松薬局 73-4002
□あすか薬局 63-7322
□スマイル薬局 84-2430
◇ 出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック 88-6405
○脇本病院 75-2121
○ つかさとクリニック 67-5560
○ はしぐち歯科クリニック 62-8241
□さすえ薬局 88-6011
□三文字薬局 75-0073
□いまがま調剤薬局 65-7550
□ スマイル薬局出水店 67-2055
◇ こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○ 吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○ 石沢歯科医院 84-4411
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
◇ 出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

　　　　　　　春分の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○楠元内科医院 62-8600
○村岡歯科医院 62-0601
□会営薬局阿久根店 72-5060
□ポポロ薬局 63-4630

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○ 有村産婦人科・内科 73-4180
○市川医院 63-3151
○ 吉井整形外科内科中央病院 62-3111
○しお歯科医院 67-5844
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
◇キッズクリニック 63-7707

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●３月 21 日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。




